
チェック項目 はい 率 どちらとも
いえない 率 いいえ 率

わから
ない

率 合計

1
利用者の活動等のスペースが十分
に確保されているか

19 76% 2 8% 0 0% 4 16% 25

2
職員の配置数や専門性は適切であ
るか

16 64% 3 12% 0 0% 6 24% 25

3
事業所の設備等は、安全に配慮され
た環境であるか。

17 68% 2 8% 0 0% 6 24% 25

4
利用者、保護者のニーズや課題が
客観的に分析された上で、個別支援
計画が作成されているか

23 92% 0 0% 0 0% 2 8% 25

5
活動プログラムが固定化しないよう
工夫されているか

23 92% 0 0% 0 0% 2 8% 25

6
支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明がなされたか

20 80% 3 12% 0 0% 2 8% 25

7

日頃から利用者の状況を連絡ノート
を使い保護者、関係者と日々の様
子、支援について共通理解できてい
るか。

20 80% 4 16% 0 0% 1 4% 25

8
利用者や保護者に対して面談や、支
援に関する助言等の聞き取りが行わ
れているか

20 80% 4 16% 0 0% 1 4% 25

9

利用者や保護者からの苦情につい
て、対応の体制を整備するとともに、
利用者や保護者に周知・説明し、苦
情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか

22 88% 2 8% 0 0% 1 4% 25

10
利用者や保護者との意思の疎通や
情報伝達のための配慮がなされてい
るか

24 96% 1 4% 0 0% 0 0% 25

11
定期的にお便りやホームページ等
で、活動概要や行事予定を発信して
いるか

24 96% 0 0% 0 0% 1 4% 25

12 個人情報に十分注意しているか 20 80% 1 4% 0 0% 4 16% 25

13

緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアルを策定
し、利用者や保護者に周知・説明さ
れているか

17 68% 5 20% 0 0% 3 12% 25

14
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出、その他必要な訓練が行わ
れているか

20 80% 0 0% 0 0% 5 20% 25

15 利用者は通所を楽しみにしているか 22 88% 3 12% 0 0% 0 0% 25

16 事業所の支援に満足しているか 24 96% 1 4% 0 0% 0 0% 25

17 適切な言葉使いで支援できているか 23 92% 0 0% 1 4% 1 4% 25

18 営業日数は、満足しているか。 25 100% 0 0% 0 0% 0 0% 25

19 日々の支援は満足できているか 24 92% 1 4% 0 0% 1 4% 26

20
あべの作業所便りの配布時期は適
切か。

25 100% 0 0% 0 0% 0 0% 25

21 送迎スタッフの対応は適切か。 19 76% 4 16% 0 0% 2 8% 25

公開日　令和3年3月5日

連絡帳での情報交換や面談などを行
い相談や意見交換の場を設けていま
す。

半年に一回以上個別支援を見直しア
ンケートや面談を実施しています。ま
た日々連絡ノートなどで意見交換した
り一日の様子を伝えています。

苦情相談窓口を配置し、適切に対応
しています。また、状況に応じて個別
に電話対応しています。

定期的避難訓練を行う際には、避難
経路や避難場所の情報を職員及び保
護者に周知しております。

連絡帳での情報交換や面談などを行
い相談や意見交換の場を設けていま
す。

毎月、おたよりやブログなどで活動を
報告しています。
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送迎時の際は安全運転を心がけていま
す。
また、車への乗降時はスタッフが傍につき
安全に乗降できるように支援しています。

毎月、おたよりの発行を行っていま
す。
イベントなどがあった際は、特別号も
発行
しています。

日報や連絡帳などで利用者の様子を
把握し日々朝礼や会議で支援の検
証・改善を
しています。

連絡ノートや日誌などは鍵のかかる棚
に保管しています。またスタッフには
秘密保持誓約書を交わしています。

定期的避難訓練を行う際には、避難
経路や避難場所の情報を職員及び保
護者に周知しております。

不適切な言葉の支援があった際は、
スタッフ同士が注意し合える環境を作
り
をしています。

日報や連絡帳などで利用者の様子を
把握し日々朝礼や会議で支援の検
証・改善をしています。

利用者が毎日通所を楽しむことができ
るように、仕事内容の充実化やいろい
ろなプログラムの提供発案を行ってい
ます。

祝日は臨時営業するなど、生活リズム
が
崩れないように工夫しています。

改善目標、工夫している点など

利用者の特性や作業内容に応じて部
屋分けなどをしています。
また、感染予防を徹底するため、密に
ならないように配置
しています。

常勤換算表などで配置しなければな
らない職員数を把握し、必要な人数を
配置しています。

重要事項説明書などで、個々に説明
を行っています。

半年に一回以上個別支援を見直しア
ンケートや面談を実施しています。ま
た日々連絡ノートなどで意見交換した
り一日の様子を伝えています。

事業所内でヒヤリハット記録を回覧し
保存しており安全に過ごしていただけ
るように情報共有しています。

毎日異うプログラムに取り組んで頂け
るように色々なプログラムを発案、提
供しています。


